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６ 国有林野の事業運営  

(１)管理経営の事業実施体制 

国有林野事業は、ブロック単位の７森林管理局、流域単位の

98 森林管理署等の下、情報システムの活用等に取り組み、効率

的な管理経営に努めています。 

国有林野事業における森林整備等の実施については、民間事

業者への委託を基本としており、伐採(素材生産)や植栽及び保

育について、そのすべてを民間委託により実施しました。 

なお、林業の現場での労働安全衛生の確保が図られるよう、

契約時における安全指導や請負実行中の現場巡視等に引き続き

取り組んでいます。 

 

図－11 代表的な森林管理署の事業実施体制 
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表－23 請負事業等における重大な災害の発生状況 

区     分  

重大な災害の発生件数 

令和５(2023)年度 令和６(2024)年度 令和７(2025)年度 

請
負
事
業 

素材生産・造林請負 3  3  2  

林道 0  0  2  

治山 1  0  0  

その他 0  0  0  

立木販売 0  5  2  

合  計  4  8  6  

注：重大な災害は、①死亡災害、②労働者災害補償保険法施行規則別表第１の障 

害等級表の等級区分中、第１級から第３級までに該当すると思われる災害、 

③同一災害で３名以上の被災者を出した災害、④第三者を死傷させた事故、 

⑤その他特に異例な事故又は災害である。   

 

(２)その他事業運営に関する事項 

ア  計画的かつ効率的な事業の実行 

国有林野の管理経営に当たっては、適切な森林整備を通じ

た収穫量の計画的な確保やコスト縮減等による計画的かつ効

率的な事業の実行に努めています。 

平成 24(2012)年度末に国有林野事業特別会計に属していた

債務１兆 2,721 億円については、一般会計への移行に伴い設

置された国有林野事業債務管理特別会計に承継し、林産物収

入等により返済することとされており、令和７(2025)年度は

295 億円の返済を行い、これまでの債務返済額は合計して

2,450 億円となっています。 
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図－12 国有林野事業の債務返済状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注：１ 金額は四捨五入した値である。 

  ２ –H29(-2017)の累積債務返済額は平成 29(2017)年度末時点、 

H30-R4(2018-2022)の累積債務返済額は令和 4(2022)年度末時点、 

R5-R7(2023-2025)は令和 7(2025)年度末時点の額。 

 

表－24 国有林野事業収入の状況            (単位：億円) 

区   分 
令和５(2023) 

年度 

令和６(2024) 

年度 

令和７(2025) 

年度 

林産物等収入 375  352 353 

貸付料収入 29  29 28 

林野・土石売払代 9  5 5 

計 413  386 387 

注：計の不一致は、四捨五入による。 
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イ  デジタル化等による業務の効率化の推進 

事業実施に当たって、業務基盤となる国有林野情報管理シ

ステム※等のデータを広く活用するとともに、衛星画像や詳細

な地形情報等が利用できる国有林 GIS※、森林調査等へのドロ

ーンやレーザ計測、衛星測位システム(GNSS)※等を活用し、施

業計画の作成をはじめ、森林施業や路網整備、災害対応等の

様々な業務の効率化に取り組んでいます。 

 

図－13 国有林 GIS の活用 

 

 

 

 

 

 

 

図－14 ドローンの活用 
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事例 23 業務の DX に向けた IT チームの結成 
(北海道森林管理局 業務調整課) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
森林管理局・署等では、国有林野の管理経営に加え、各地 域に

おける災害対応や⺠有林支援等、業務が増加しているため、各 業
務の効率化が課題となっています。 

北海道森林管理局では、令和６(2024)年度に業務の効率化に向
けたツール開発や職員への普及を担う IT チームを結成しました。 

IT チームでは、GIS をより容易に活用できるデータセットの作
成や、スマートフォンに搭載されたレーザ計測機能の活用など に
取り組んできました。 

こうした取組状況は、「IT チーム新聞」を継続的に発行するこ
とで、局内の職員へ周知してきました。また、令和７(2025)年度
には、職員全体の技術向上のため、森林管理局・署等の職員に 向
けた勉強会を開催しました。 

同局では、引き続き、職員からの意⾒やアイデアを活かし た業
務の DX に向けた取組を推進していきます。 
 

・ 北 海 道 札 幌
さ っ ぽ ろ

市  北 海 道 森 林 管 理 局  

・ ( 左 ) I T チ ー ム 新 聞  
( 令 和 ７ ( 2 0 2 5 ) 年 1 2 月 )  

( 右 ) 勉 強 会 の 様 子  

( 令 和 ７ ( 2 0 2 5 ) 年 1 1 月 )  
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ウ  安全・健康管理対策の推進 

令和７(2025)年度の職員の災害の発生件数は 19 件で、令

和６(2024)年度と比べて９件減少しました。 

引き続き、重大災害の根絶はもとより、災害の未然防止に

向けた取組を推進するとともに、日頃から職員のストレス状

況の把握や要因の軽減等心の健康づくり対策にも力を入れる

ことにより、職員の安全確保と心身両面にわたる健康づくり

を進めています。 

 

表－25 職員の災害の発生状況        (単位：件) 

区 分 
災害発生件数 

死亡 重傷 軽傷 合計 

令和５(2023)年度 0(0) ８(24) 25(76) 33(100) 

令和６(2024)年度 0(0) 7(25) 21(75) 28(100) 

令和７(2025)年度 0(0) 4(21) 15(79) 19(100) 

注１：重傷は、休業日数８日以上の負傷である。   
 ２：(  )書は、合計に占める災害の程度別の比率(％)である。   
     

  


